
二酸化炭素
換算
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市の事務・事業から排出される二酸
化炭素排出量の総量を2010（平成
22）年度比で15.2％以上削減する。
（1,138t-CO₂相当）
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電　気
電気使用量を2010（平成22）年度比
で15.0％以上削減する。（2,261千
kWh相当）
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街路灯・防犯灯のLED化、たけまるホールの空調設
備改修による削減

ガソリン
ガソリン使用量を2010（平成22）年度
比で20.0％以上削減する。（15,526ℓ
相当）

-20.0% 15,526　ℓ -15.9% 12,369　ℓ 29 79.7% △
消防救急車輌の出動件数の増加（平成22年度比
1.22倍）

軽　油
軽油使用量を2010（平成22）年度比
で60.0％以上削減する。（37,576 l相
当）

-60.0% 37,576 ℓ -56.3% 35,263　ℓ 91 93.8% ○ 特に大きな変動はなかった

都市ガス
都市ガス使用量を2010（平成22）年
度比で21.0％以上削減する。
（52,181kg相当）

-21.0% 52,181kg -7.8% 19,462 kg 62 37.3% ×
夏場の高温による空調設備稼働増による影響で増加
（北コミュニティセンター、消防本部、市役所、図書会
館）

重　油
重油使用量を2010（平成22）年度比
で10.0％以上削減する。（29,640ℓ）

-10.0% 29,640　ℓ -19.1% 54,650　ℓ 148 189.7% ◎ 特に大きな変動はなかった

灯　油
灯油使用量を2010（平成22）年度比
で25.6％以上削減する。（7,724ℓ）

-25.6% 7,724　ℓ -20.4% 6,159　ℓ 15 78.0% △ 特定施設の排煙軽減措置による燃焼時間の増加

LPG
LPG使用量を2016（平成28）年度比
で増加させない。
※2016（平成28）年度実績：72t

― ― -22.0% 16.342 t 49 78.2% ◎
教育施設における空調設備や給湯機の適正使用に
よる削減

ＯＡ用紙の使用量を2016（平成28）
年度比で5.0%以上削減する。（2015
（平成27）年度比で増加させない）
（3,211kg相当）

-1.8% 3,211 kg 3.1% ▲1,970　kg ― -61.2% × イベント、啓発等の新たな発信の機会が増えている

ごみの排出量を2009（平成21）年度
比で50.0％以上削減する。（39,947
kg相当）

-50.0% 39,947 kg -45.1% 36,006kg ― 90.1% ○ 特に大きな変動はなかった

健全な水循環

水使用量を2016（平成28）年度比で
増加させない。
(2016（平成28）年度実績：
236,712m3)

― ― -9.9% 23,461 m3 ― 90.1% ○ 特に大きな変動はなかった

「削減する」目標に対する評価 「増加させない」目標に対する評価
評価区分 4段階評価 評価区分 4段階評価

110％以上 ◎ 105％以上 ×

90～110％未満 ○ 100.1～105％未満 △

60～90％未満 △ 90～100％以下 ○

60％未満 × 90％未満 ◎

評価

水使用量

平成29年度環境マネジメントシステム数値目標達成状況（公共施設における数値目標）

備考

二酸化炭素排出量の削減
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